
 

 

珍しい魚 

 

チョットぶさいくなお魚カワビシャ 
 

古いお話で申し訳ありませんが、記録として残すことができていませんで

したので今更ながら報告します。 

２０１５年８月１０日に香川県男木島トウガハナ沖において、高松市瀬戸

内漁協の小型機船底びき網漁業でカワビシャが漁獲されました。漁師のＮＴ

Ａさんから「漁師仲間ＯＴＭが珍しい魚を獲ってきた。初めて見た。見に来て

くれ。」と、当時水産課にいた私に連絡がありました。 

 
早速、図鑑を持って漁師さん宅へ。わかりやすいスタイリングですので目星

は直ぐにつきました。カワビシャかテングダイのどちらか。図鑑で特徴を確認

しますと、「背鰭棘数は４で背鰭の前寄りにある。」 

 
はい。そのとおりです。次に、 



 

 

「臀鰭の第２棘は長く、臀鰭前縁の大部分を占める。また、第２棘は第３棘

より長く、太い。」 

 
はい。そのとおり。 

 

ということで、スズキ目カワビシャ科カワビシャ Histiopterus typus  
(Temminck and Schlegel, 1844)ということに。 

貴重なサンプルということで水産試験場に持っていこうかと考えていると、

「イサキの仲間みたいなかっこしとるから旨いんちゃうか？」との声が上が

りまして、塩をふって、ガスコンロのグリルに入れられました。しばらく待ち

ますと、まぁおいしそうに焼けていまして、皆さんと美味しくいただきました。

よって、これらの画像以上の情報は残っていないというのが現状でございま

す。 
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